
表
ひょう
面
めん
を

おおう水
みず
を

集
あつ
めた球

たま

湖
みずうみ
と

川
かわ
の水
みず
を

集
あつ
めた球

たま

真
ま
水
みず
を

集
あつ
めた球

たま

利
り

用
よ う

できる真
ま

水
み ず

は、
これだけ！

地
ち

球
きゅう

にある水
みず

のほとんどは、海
かい

水
すい

です。海
うみ

の水
みず

は塩
えん

分
ぶん

をたくさんふ
くんでいるので、人

にん

間
げん

や動
どう

物
ぶつ

は、
海
かい

水
すい

を飲
の

むことはできません。そ
のまま畑

はたけ

や花
か

だんにまいても植
しょく

物
ぶつ

は育
そだ

ちません。人
にん

間
げん

が飲
の

んだり、
生
せい

活
かつ

につかったりできる水
みず

は「淡
たん

水
すい

（真
ま

水
みず

）」だけです。地
ち

球
きゅう

上
じょう

の水
みず

をおふろ１杯
ぱい

分
ぶん

にたとえると、人
にん

間
げん

がかんたんにつかえる水
みず

の量
りょう

は、
両
りょう

手
て

にすくった量
りょう

ほどなのです。
地
ち

球
きゅう

に存
そん

在
ざい

する真
ま

水
みず

は水
みず

全
ぜん

体
たい

の
2.5％ですが、その７割

わり

は北
ほっ

極
きょく

、
南
なん

極
きょく

の氷
こおり

で人
にん

間
げん

が実
じっ

際
さい

につかえる
水
みず

は0.01％程
てい

度
ど

です。

飲
の

んだり生
せい

活
かつ

につかったり
できるのは、真

ま

水
みず

水
みず

がないと
生
い

きていけない
人
ひと

のからだは赤
あか

ちゃんで体
たい

重
じゅう

の約
やく

75％、大
お と な

人の男
おとこ

の人
ひと

で約
やく

60％が
水
みず

でできています。しかし、つね
に水

みず

はあせやおしっことなってか
らだから出

で

ていきます。水
みず

がわず
かに不

ふ

足
そく

しただけでもイライラし
たり、気

き

分
ぶん

が悪
わる

くなったり。水
みず

が
じゅうぶんにないと「脱

だっ

水
すい

症
しょう

」に
なることもあります。 そのため、 出

で

ていった水
みず

とほぼ 同
おな

じ量
りょう

の水
みず

を補
ほ

給
きゅう

しなくてはなりません。人
ひと

は食
た

べ物
もの

がなくても数
すう

週
しゅう

間
かん

生
い

きられま
すが、水

みず

がないと数
すう

日
じつ

しか生
い

きら
れないのです。

水
みず

は、植
しょく

物
ぶつ

から人
じん

類
るい

まで、地
ち

球
きゅう

上
じょう

のすべての生
い

き物
もの

にとって欠
か

かせ
ません。農

のう

作
さく

物
ぶつ

を育
そだ

て、家
か

畜
ちく

を飼
し

育
いく

するのにも、じゅうぶんな水
みず

が
必
ひつ

要
よう

です。世
せ

界
かい

中
じゅう

でつかわれてい
る水

みず

の70%は、農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

です。雨
あめ

がふらなかったり、川
かわ

の水
みず

や地
ち

下
か

水
すい

がかれてしまったりして、水
みず

不
ぶ

足
そく

になれば、農
のう

作
さく

物
ぶつ

は育
そだ

たず、家
か

畜
ちく

は死
し

んでしまいます。それは、
食
た

べ物
もの

がなくなるということを意
い

味
み

します。

食
た

べ物
もの

をつくるには
たくさんの水

みず

が必
ひつ

要
よう

！
よごれた水

みず

は
ないのと同

おな

じ
水
みず

がきたなくて、飲
の

むことができ
なかったら、どうなるのでしょう。
世
せ

界
かい

には、きれいな飲
の

み水
みず

がない
ところがたくさんあります。2015
年
ねん

時
じ

点
てん

で、約
やく

８億
おく

人
にん

が安
あん

全
ぜん

な飲
いん

料
りょう

水
すい

を利
り

用
よう

できていないだろうとい
われています。さらに、水

すい

道
どう

設
せつ

備
び

がととのったところでも、下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

をきちんとして、つかったあと
のよごれた水

みず

をきれいにしなけれ
ば、安

あん

心
しん

して水
みず

を飲
の

むことができ
ません。

左
ひだり

の図
ず

に見
み

るように、大
たい

西
せい

洋
よう

の海
かい

底
てい

にちょこんと乗
の

っている小
ちい

さな水
みず

色
いろ

のボー
ルが、地

ち

球
きゅう

上
じょう

のすべての水
みず

です。ほとんどは海
かい

水
すい

で、真
ま

水
みず

はさらに小
ちい

さなボー
ルです。しかも真

ま

水
みず

の大
たい

半
はん

は、北
ほっ

極
きょく

や南
なん

極
きょく

の氷
こおり

です。こおっていない真
ま

水
みず

の多
おお

くは地
ち

下
か

水
すい

で、その半
はん

分
ぶん

以
い

上
じょう

が地
ち

下
か

800mよりも深
ふか

い地
ち

層
そう

にあり、かんたんに
利
り

用
よう

できません。わたしたちがすぐにつかえる真
ま

水
みず

は、地
ち

球
きゅう

の表
ひょう

面
めん

の川
かわ

や湖
みずうみ

、
沼
ぬま

などにあって、いちばん小
ちい

さな水
みず

色
いろ

の点
てん

ほどです。
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日
に

本
ほん

4
考
かんが

えてみよう

ひとりあたり一
いち

日
にち

につかう水
みず

の量
りょう

近
ちか

くに水
すい

源
げん

がなく、水
みず

にとぼしい地
ち

域
いき

では、生
せい

活
かつ

のための水
みず

は、
バケツにくまれて家

いえ

まで運
はこ

ばれ、とても倹
けん

約
やく

してつかわれる。

日
に

本
ほん

人
じん

は水
みず

が豊
ほう

富
ふ

につかえるこ

とや、きれい好
ず

きな性
せい

格
かく

など

も影
えい

響
きょう

して、水
すい

洗
せん

トイレがあるの

はあたりまえと感
かん

じています。毎
まい

日
にち

のようにおふろに入
はい

り、それほ

どよごれていないのに洗
せん

濯
たく

したり

するなど、水
みず

をおしみなくつかう

生
せい

活
かつ

です。

しかし、世
せ

界
かい

を見
み

わたすと、水
みず

に

とぼしい地
ち

域
いき

では、どろのような

茶
ちゃ

色
いろ

の水
みず

があたりまえ、トイレが

水
すい

洗
せん

であるはずもなく、おふろや

シャワーはすべて川
かわ

で水
みず

あびといっ

たくらしをしているところも少
すく

なく

ありません。水
みず

をつかいたくても、

つかえる水
みず

が近
ちか

くにないのです。

ひとり一
いち

日
にち

あたり最
さい

低
てい

限
げん

といわ

れている50リットルの水
みず

がつかえ

ない国
くに

が55か国
こく

、さらに30リット

ル以
い

下
か

の水
みず

でくらしている国
くに

が38

か国
こく

もあります。 

水
み ず

にとぼしい地
ち

域
い き

では

世
せ

界
かい

でひとりが一
いち

日
にち

に生
せい

活
かつ

に

つかっている水
みず

の量
りょう

を地
ち

域
いき

別
べつ

に見
み

てみると、下
した

のグラフのよ

うになります（1995年
ねん

時
じ

点
てん

）。11

ページで見
み

てきたように、日
に

本
ほん

は

雨
あめ

は多
おお

いけれど、ひとりあたりの

水
みず

のもち分
ぶん

は下
か

位
い

にありました。

それにもかかわらず、水
みず

の使
し

用
よう

量
りょう

は上
じょう

位
い

にいるというのが現
げん

状
じょう

です。

日
に

本
ほ ん

人
じ ん

はぜいたくに水
み ず

をつかっている

グラフでチェッ
ク
世
せ

界
かい

の地
ち

域
いき

別
べつ

ひとりあたり一
いち

日
にち

の生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

使
し

用
よう

量
りょう

２リットルのペットボトル25本
ほん

で

50リットル。洗
せん

顔
がん

などで１分
ぷん

間
かん

水
すい

道
どう

水
すい

を出
だ

しっぱなしにすると12リットル

だから、それだけで４分
ぶん

の１くらいつ

かったことになります。

出典／農林水産省「世界の水資源と農業用水を巡る課題の解決に向けて」より作成。

この資
し

料
りょう

は1995年
ねん

のもの。ひとり一
いち

日
にち

あたりの生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

の使
し

用
よう

量
りょう

を地
ち

域
いき

別
べつ

にくらべると、北
きた

アメリ
カがいちばん多

おお

く、日
に

本
ほん

がヨーロッパをぬいて２番
ばん

目
め

に多
おお

い。いちばん少
すく

ないのはアフリカで、日
に

本
ほん

の５分
ぶん

の１以
い

下
か

しかない。日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

の使
し

用
よう

量
りょう

はゆるやかにへってはきているが（→p13）、そ
れにしても、その量

りょう

は、世
せ

界
かい

の平
へい

均
きん

より多
おお

いほうになる。

（リットル）
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ヨーロッパ 北アメリカ アフリカ アジア 南アメリカ オセアニア 世界 日本
に ほんせ かいみなみきた

280

428

63

132

277 274

174

356

50リットルって、
どのくらい？

わたしたちは50リットルの水
み ず

で

一
い ち

日
に ち

をすごせるだろうか？
世世
せ

界界
かい

保保
ほ

健健
けん

機機
き

関関
かん

（（ WW
ダブリュー

HH
エイチ

OO
オー

））が定
さだ

めた「人
にん

間
げん

らしい生
せい

活
かつ

を続
つづ

けるために、
一
いち

日
にち

に必
ひつ

要
よう

な水
みず

の量
りょう

」は50リットルです。
うちわけは飲

いん

料
りょう

水
すい

として５リットル、衛
えい

生
せい

設
せつ

備
び

に２０リットル、入
にゅう

浴
よく

に１５リットル、
炊
すい

事
じ

に10リットル。世
せ

界
かい

には、50リットル以
い

下
か

の水
みず

でくらしている国
くに

もあります。
50リットルは、日

に

本
ほん

人
じん

が一
いち

日
にち

につかう生
せい

活
かつ

用
よう

水
すい

(219リットル )の
約
やく

23％ほどしかありません。

50Ｌ50Ｌ

水
みず

にとぼしい地
ち

域
いき

50Ｌ50Ｌ
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もっと考
かんが

えよう

（億
おく

m3）

ハンバーガー１個
こ

つくるのに水
み ず

１トン ！

農
のう

作
さく

物
ぶつ

を育
そだ

て、家
か

畜
ちく

を飼
し

育
いく

するには、じゅうぶん

な水
みず

が必
ひつ

要
よう

です。水
みず

がなければ作
さく

物
もつ

はかれて、家
か

畜
ちく

は死
し

んでしまいます。

たとえばハンバーガー１個
こ

をつくるのに、1000

リットル（１トン）の水
みず

（家
か

庭
てい

のおふろの水
みず

５杯
はい

分
ぶん

！）が必
ひつ

要
よう

だといわれています。パンの原
げん

料
りょう

とな

る小
こ

麦
むぎ

を育
そだ

てるのに、水
みず

が必
ひつ

要
よう

だからです。くわえ

て、ハンバーガーの材
ざい

料
りょう

となる牛
ぎゅう

肉
にく

を生
せい

産
さん

するには、

牛
うし

の世
せ

話
わ

をしたりするために必
ひつ

要
よう

な水
みず

のほかに、エ

サとなる穀
こく

物
もつ

や草
くさ

を育
そだ

てるために、たくさんの水
みず

が

必
ひつ

要
よう

とされます。これは、ぎゃくにいうと、水
みず

不
ぶ

足
そく

になったら、わたしたちの食
た

べ物
もの

がなくなるという

ことを意
い

味
み

します。

日
に

本
ほん

は水
みず

の浪
ろう

費
ひ

国
こく

？

目
め

に見
み

えない水
みず

グラフでチェッ
ク

日
に

本
ほん

で食
た

べられている小
こ

麦
むぎ

・牛
ぎゅう

肉
にく

・
大
だい

豆
ず

の生
せい

産
さん

国
こく

のうちわけ（2015年
ねん

度
ど

）

食
しょく

料
りょう

や工
こう

業
ぎょう

用
よう

製
せい

品
ひん

などで、そのものをつくるときどのくらいの

水
みず

がつかわれたか、水
みず

の量
りょう

で計
けい

算
さん

してみようという考
かんが

え方
かた

があり

ます。直
ちょく

接
せつ

水
みず

をつかっていなくても、間
かん

接
せつ

的
てき

に水
みず

を消
しょう

費
ひ

している

わけで、これを「バーチャルウォーター（仮
か

想
そう

水
すい

）」といいます。輸
ゆ

入
にゅう

した穀
こく

物
もつ

や肉
にく

類
るい

、工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

は、間
かん

接
せつ

的
てき

に外
がい

国
こく

の水
みず

資
し

源
げん

をつ

かっていることにもなります。育
そだ

てる際
さい

に川
かわ

の水
みず

を引
ひ

いて、自
し

然
ぜん

のめぐみだけをつかっているのであれば、水
すい

路
ろ

をつくる手
て

間
ま

くら

いで、ほとんど問
もん

題
だい

にはなりません。しかし大
たい

量
りょう

に栽
さい

培
ばい

するとな

ると、地
ち

下
か

水
すい

を大
たい

量
りょう

にくみあげたり、川
かわ

の上
じょう

流
りゅう

にダムを建
けん

設
せつ

すれ

ば環
かん

境
きょう

に影
えい

響
きょう

したり、労
ろう

働
どう

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

になったりします。

バーチャルウォーター

2005年
ねん

の試
し

算
さん

によると、日
に

本
ほん

のバーチャルウォーターは1年
ねん

間
かん

で約
やく

800億
おく

トン
（一

いち

部
ぶ

木
もく

材
ざい

などの産
さん

品
ぴん

もふくむ）が必
ひつ

要
よう

となる。日
に

本
ほん

の年
ねん

間
かん

水
みず

使
し

用
よう

量
りょう

は約
やく

831億
おく

トン。それと同
おな

じくらいの量
りょう

の水
みず

を海
かい

外
がい

にたよっていることになる。

出典／農林水産省「平成27年度食料需給表」、財務省「貿易統計（2015年）」より作成。●日
に

本
ほん

のバーチャルウォーター輸
ゆ

入
にゅう

量
りょう

（2005年
ねん

）

毎
まい

日
にち

の生
せい

活
か つ

につかう水
みず

以
い

外
が い

に、食
しょく

卓
た く

にあがる食
た

べ物
もの

をつくるのにも、たくさん水
みず

が
つかわれています。１kgのトウモロコシを生

せい

産
さ ん

するには１８００リットル（１．８トン）の
水
みず

が、牛
ぎゅう

肉
に く

１kgを生
せい

産
さ ん

するには約
やく

２万
まん

リットル（２０トン）もの水
みず

が必
ひつ

要
よ う

とされます。

作
さく

物
もつ

を育
そだ

てるのにどれだけの水
みず

がつかわれたかを

「バーチャルウォーター（仮
か

想
そう

水
すい

）」といいます。日
に

本
ほん

では、自
じ

国
こく

で消
しょう

費
ひ

する食
しょく

料
りょう

の半
はん

分
ぶん

以
い

上
じょう

を海
かい

外
がい

から

の輸
ゆ

入
にゅう

にたよっています。日
に

本
ほん

のバーチャルウォー

ターは、年
ねん

間
かん

約
やく

800億
おく

トン。おもな輸
ゆ

入
にゅう

元
もと

は、飼
し

育
いく

に大
たい

量
りょう

の水
みず

が必
ひつ

要
よう

な牛
ぎゅう

肉
にく

を生
せい

産
さん

するアメリカやオー

ストラリアです。量
りょう

は多
おお

くありませんが、中
ちゅう

国
ごく

やブ

ラジル、アフリカの国
くに

ぐになど、開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

にも依
い

存
ぞん

していることがわかります。

出典／環境省「平成25年版 環境白書」より作成。

小麦

牛肉

大豆
だい ず

ぎゅうにく

こ むぎ

0 20 40 60 80 100

日本

アメリカ

アメリカ

アメリカ ブラジル

カナダ

カナダ

た
その他

た
その他

オーストラリア

オースト
ラリア

ニュージーランド

ほんに

日本
ほんに

日本
ほんに

ハンバーガー１個
こ

をつくるために、目
め

に見
み

えないところで大
たい

量
りょう

の水
みず

がつかわれている。

16ページでも見
み

てきたように、必
ひつ

要
よう

な水
みず

の量
りょう

を２リットルのペットボトルの本
ほん

数
すう

で計
けい

算
さん

して、その量
りょう

を想
そう

像
ぞう

してみるとわかりやすい。

牛
ぎゅう

丼
どん

１杯
ぱい

オレンジジュース１杯
ぱい

カレーライス１皿
さら

ハンバーガー１個
こ

547.5本ほん
2L ペットボトル

85本ほん
2L ペットボトル

945本ほん
2L ペットボトル

500本ぽん
2L ペットボトル

●食
た

べ物
もの

ができるまでに必
ひつ

要
よう

な水
みず

の量
りょう

20 21


